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第44回よこて菊まつり　～5日、9：30～、秋田ふるさと村
　法 相談予約受付開始11月21日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

十文字『秋の収穫祭』　～4日　
かまくら館映画劇場　9：30～、かまくら館　
第12回平鹿りんご味覚まつり　10：00～、ゆっぷる　
第52回奥羽横断駅伝競走大会　～4日
　急 石田内科医院（横手）　33-1233
　急 平鹿総合病院（福嶋医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

保呂羽山の霜月神楽　
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、   
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　行 心 大森コミュニティセンター　9:30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00 
児童虐待・ＤＶ防止講演会　13：30～、Ｙ2（わいわい）ぷらざ

　急 市立横手病院（高橋医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
心の健康づくり・自殺予防対策講演会　
　心 増田地区多目的研修センター
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
あかりフェスタ点灯式　18：00～、よこてイースト
　点灯期間／平成25年２月17日まで
よこいち。『ＳＮＳと街づくり』　10：00～、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
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木　8

文化の日

 　　　 みどりの朝市さよならセール
日　時／11月10日（土）5：30～
場　所／横手地域局駐車場
問合せ／横手地域局産業建設課　32-2718

夫・パートナーからの暴力、ストーカー、職場での
いじめなど〝ひとりで悩まず〟電話してください。
受付期間／11月12日（月）～16日（金） 8：30～19：00
　　　　　11月17日（土）・18日（日）10：00～17：00
専用相談電話／　0570-070-810

全国一斉『女性の人権ホットライン強化週間』
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11.1　11.2011.1　11.20災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）、問合せ／社協・各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

11月４日（日）「レミーのおいしいレストラン」 　  【111分】
11月11日（日）「カンフーパンダ２」   　　　　　　 【90分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

　保呂羽山の波宇志別神社
に伝わる霜月神楽は、1200
年以上の歴史があり、国の
重要無形民俗文化財に指定
されています。
　神に今年の収穫を感謝し、
来る年の五穀豊穣を祈願し
て『山之神舞』や『神入舞』、
神子が舞う『保呂羽山舞』
など三十三番の神事が夜を
徹して行われます。

◆日　時／11月７日（水）19：00～８日（木）6：00頃
◆場　所／保呂羽山波宇志別神社里宮神殿
◆問合せ／市教育委員会文化財保護課　32-2403
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保呂羽山の霜月神楽

■11月７日（水）～８日（木）
は　う　 し　わけ

　弁護士の近江直人氏を講
師に迎え、『多重債務による
自殺をなくそう』と題し講
演会を開催します。また、
劇団シアター・ル・フォコ
ンブルによる寸劇『幸せの
黄色いハチマキ』を上演し
ます。高齢者が抱える孤独
感や家族の絆を見直し、か
けがえのない大切な〝いのち〟のために、私た
ちにできることを考えてみませんか。
◆時間／13：30～15：30　◆場所／かまくら館
◆入場料／無料　◆託児／あり
◆問合せ／市健康福祉部健康推進課　33-9600
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支えあおう心といのち
心の健康づくり・自殺予防対策講演会

■11月13日（火）
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十文字『秋の収穫祭』

■11月３日（土）・４（日）、9：00～16：00

　食と農をテーマに〝おいしく、楽しい〟イベ
ントが盛りだくさんの十文字『秋の収穫祭』。
　４日には、ＢＲＯＮＺＥのＣｈｉｈｏさんによる
ライブや大人のよさこいフェスも行われます。
◆内　容／十文字産そばの振る舞い、屋台村、
　　　　　ヒーローショー、レシート抽選会、
　　　　　麺・餅・お菓子まきなど
◆場所・問合せ／道の駅十文字　23-9320

やま　の　かみ まい かみ いり まい

市報市報

　10月６～８日『よこてイーストまつり』が
開催され、移動動物園やダンスコンテストな
ど、多彩な催しが来場者を楽しませました。
　６日に行われた『書道パフォーマンス』で
は、増田高校と横手城南高校の書道部の皆さ
んが音楽にあわせて書を披露。縦横４㍍以上
の巨大な紙に、全身を使って書き上げました。

力強い筆運びで書を披露

. 1. 111112012（平成24）年

No.170

横手城南高校の作品

増田高校の
作品

増田高校の
作品

観客の前で筆を執る増田高校書道部
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№170 2012年（平成24年）11月１日号Ｙ（わいわい）ぷらざ来館者50万人突破 

見込みよりも２カ月早く達成

50万人目の来館者となった佐藤さん（左）

平成24年度生涯スポーツ功労者表彰 

津川美長氏（横手）が受賞
　
文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
や
職
場

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
・

発
展
に
貢
献
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
全
国
か
ら
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
功
労
者
に
１
６
０
人
の
方
が
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
に
１
２
３

団
体
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
手
市
か
ら
は
、
津
川
美
長
氏
が

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て
受
賞
。

津
川
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校
体

育
教
育
に
か
か
わ
り
、
平
成
15
年
度

か
ら
は
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

常
任
委
員
・
指
導
育
成
部
長
と
し
て

秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
に
、
五
十
嵐
市
長
へ
受

賞
の
報
告
に
訪
れ
た
津
川
氏
は
「
私

に
で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
横
手
の

た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
横
手
駅
東
口
再
開
発
事
業
に
よ
り

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｙ
（
わ

い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
の
来
館
者
が
、
10

月
10
日
に
50
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
50
万
人
目
の
来
館
者

と
な
っ
た
の
は
、
横
手
地
域
に
お
住

ま
い
の
佐
藤
千
賀
子
さ
ん
で
、
こ
の

日
は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
来
館
。

　
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
た

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
鈴
木
副
市

長
が
横
手
市
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ

を
記
念
品
と
し
て
贈
呈
。
家
族
で
よ

く
利
用
す
る
と
い
う
佐
藤
さ
ん
は
、

「
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
驚
い
た
が
、

記
念
に
な
る
思
い
出
が
で
き
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
の
年
間
利
用
者
数
は

３
１
０
，８
９
９
人
で
、
今
年
度
は
、

こ
の
ペ
ー
ス
を
上
回
る
速
さ
で
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
見
込
み
よ
り

も
２
カ
月
早
く
50
万
人
を
超
え
ま
し

た
。

２

2

五十嵐市長（左）に受賞の喜びを伝えた
津川氏（右）

つ
が
わ
よ
し
な
が

　
10
月
７
日
、
第
７
回
増
田
『
蔵
の

日
』
が
中
七
日
町
通
り
を
中
心
に
行

わ
れ
、
約
６
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
内
蔵
を

含
め
、
22
棟
が
一
斉
公
開
さ
れ
、
各

蔵
で
は
、
所
有
者
や
ガ
イ
ド
が
蔵
の

構
造
や
歴
史
な
ど
を
説
明
。
押
絵
雛

や
掛
け
軸
な
ど
の
収
蔵
品
の
展
示
を

は
じ
め
、
蔵
ラ
イ
ブ
や
増
田
地
域
じ

ま
ん
市
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は

豪
華
な
内
蔵
と
古
き
良
き
増
田
の
町

並
み
の
魅
力
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　
蔵
の
日
の
前
日
に
は
、
日
本
文
化

に
親
し
み
、
外
国
人
観
光
客
と
し
て

の
目
線
か
ら
気
づ
い
た
意
見
を
出
し

て
も
ら
い
、
今
後
の
受
け
入
れ
体
制

づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
、
国
際
教

養
大
学
の
学
生
19
人
が
、
着
物
を
試

着
し
て
内
蔵
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、10
月
８
日
に
は
、増
田
ま
ん

が
美
術
館
で『
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
『
山

と
川
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
あ
ふ
れ

る
景
観
を
、
守
り
、
育
て
、
つ
な
げ

る
田
園
都
市
』
を
目
指
し
、
基
本
的

な
方
針
を
定
め
た
横
手
市
景
観
計
画

が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
同
計
画
策
定
委
員

会
委
員
長
の
弘
前
大
学
・
北
原
啓
司

教
授
が
『
景
観
を
育
て
る
っ
て
、
ど

ん
な
こ
と
？
』
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
北
原
教
授
は
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け
た
、

福
島
県
大
内
宿
な
ど
の
取
り
組
み
を

ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が
ら
「
内
蔵

の
魅
力
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
し
て
周
囲
の
景
観
と
調

和
を
保
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
て
ほ

し
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
新
し

い
景
観
を
創
出
す
る
こ
と
も
可
能
。

皆
さ
ん
で
横
手
の
景
観
を
育
て
て
い

き
ま
せ
ん
か
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
景
観
を
通
じ
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
住
民
や
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の

必
要
性
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

第７回増田『蔵の日』、景観シンポジウム開催　

１_多くの観光客でにぎわう『蔵の日』（中七日町通り）　２_建物の説明をし来場者をもてなす家主
３_蔵の情報誌を片手に壁の鞘飾りや扉に見入るツアー参加者　４_公開施設の前に立ち内蔵の説
明や質問に応える増田中学校の生徒　５_懐かしいマツダのオート三輪車も展示　６_国際教養大
学の学生が着物を試着して内蔵を見学　７_景観シンポジウムで講演する弘前大学の北原教授　

繁栄の歴史に思いをはせ、蔵と町並みを堪能

４４

３３

６６

５５

１１

７７

２２

今月の表紙

　多彩なイベントが目白押しだっ
た『よこてイーストまつり』。10
月８日は、社団法人横手青年会議
所主催の『2012 STREET DANCE 
CONTEST in YOKOTE』が開催さ
れました。コンテストには、市内
外から約30組のダンスチームが参
加し、息の合った元気はじける踊
りを披露しました。

第１回横手市“食と農”産地見学商談会

首都圏の企業に食と農の魅力をアピール
　
市
内
の
食
品
企
業
な
ど
が
、
地
元

の
特
産
品
を
県
内
外
の
市
場
関
係
者

や
販
売
店
に
Ｐ
Ｒ
し
、
生
産
地
な
ど

を
紹
介
す
る
『
第
１
回
横
手
市
〝
食

と
農
〞
産
地
見
学
商
談
会
』
が
、
よ

こ
て
市
商
工
会
と
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ

と
の
協
力
を
得
て
、
10
月
12
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

12
日
に
浅
舞
公
民
館
で
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
五
十

嵐
市
長
は
、
「
横
手
市
は
、
味
噌
や

麹
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
発
酵
食
品
を

は
じ
め
、
豊
か
な
食
文
化
が
地
域
に

根
付
い
て
い
る
。
今
回
、
市
が
招
い

た
27
社
と
の
意
見
交
換
が
、
食
材
の

販
路
拡
大
や
新
た
な
商
品
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推

進
課
の
職
員
が
、
横
手
市
の
地
理
的

特
徴
や
、
特
産
の
農
産
物
を
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
て
説
明
。
首
都
圏
の
バ
イ

ヤ
ー
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
、
商

談
の
参
考
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
よ
こ
て
市
商
工
会
主

催
の『
食
の
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
』が

同
時
開
催
さ
れ
、
市
内
の
青
果
や
精

肉
、
菓
子
、
清
酒
、
昆
布
加
工
品
、

発
酵
食
品
な
ど
を
販
売
す
る
企
業
が

25
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
商
品
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
出
展
し
た
㈲
小
松
百
治
商
店
（
平

鹿
町
）
の
小
松
勝
信
専
務
は
「
新
規

の
販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
も
必
要
だ

が
、
取
り
引
き
の
あ
る
販
売
店
に
品

数
や
種
類
を
多
く
置
い
て
も
ら
う
こ

と
も
重
要
。
今
回
の
催
し
に
出
展
者

の
期
待
も
大
き
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
㈱
九
州
屋
（
東
京
都
）
の
中
村

郁
男
取
締
役
は
「
地
元
で
は
当
た
り

前
の
商
品
が
首
都
圏
で
は
新
鮮
に
感

じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
今
回
は
、

山
菜
や
青
果
物
の
加
工
品
に
関
心
を

持
っ
た
」
と
横
手
の
特
産
品
の
魅
力

に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。

　
13
日
は
、
市
内
の
ほ
う
れ
ん
草
団

地
や
Ｊ
Ａ
の
果
樹
選
果
場
、道
の
駅
、

菌
床
し
い
た
け
の
施
設
な
ど
を
見
学
。

参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー
は
、
実
際
に
生

産
過
程
を
見
る
こ
と
で
、
商
品
へ
の

理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
商
談
会
で
、
産
地
と
首
都

圏
の
企
業
と
の
結
び
つ
き
が
深
ま
り

横
手
の
食
と
農
の
魅
力
を
あ
ら
た
め

て
発
信
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

市内のさまざまな特産品を紹介する絶好の機会になっ
た『食のマッチング商談会』
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子育て講演会＆ワークショップ 

広がれ！子育ての輪！
　
10
月
４
日
、『
未
来
の
生
命
を
育
む

遊
び
の
世
界
』
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
そ
び
環
境
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
ア

フ
タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
代
表
北
島
尚
志

氏
の
講
演
会
が
、
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）

ぷ
ら
ざ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
島

氏
は
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
な

げ
る
力
を
遊
び
が
育
む
。
子
ど
も
た

ち
の
『
や
っ
て
み
た
い
、
な
っ
て
み

た
い
、
い
っ
て
み
た
い
』
を
、
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
５
日
に
は
、
子
育
て
支
援
関
係
者

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
、
参
加
者
は
、
子
ど
も
の
成
長
の

道
具
と
し
て
の
遊
び
を
体
験
し
「
子

ど
も
は
響
き
合
う
関
わ
り
の
中
で
こ

そ
、
主
張
と
共
感
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
成
長
す
る
」
と
い
う
北
島

氏
の
話
を
聞
き
な
が
ら『
あ
そ
び
』に

つ
い
て
、深
く
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

終始参加者の笑顔に包まれた、あそび心響き
合うワークショップ

２

い 

の 

ち

（写真上）10月13日、山
内地区でひとり暮らし
高齢者等に配布された
『あんしん袋』を背負い
支援者と避難場所とな
る地区会館へ向かう
（中）10月14日、消防
署員から心肺蘇生法な
どの説明を受ける増田
狙半内地域の参加者
（下）10月14日、横手
防災センターで行われ
た包帯法講習

３地域で自主防災訓練 

災害時の助け合いを確認

 

　
山
内
上
平
野
沢
地
区
、
増
田
狙
半

内
地
区
、
横
手
防
災
セ
ン
タ
ー
（
西

地
区
）
で
、
災
害
に
備
え
て
自
主
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
上
平
野
沢
地
区
で
は
、
地
区
の
全

世
帯
が
参
加
し
て
、
直
下
型
地
震
発

生
を
想
定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
震
発
生
直
後
に
一
人
で
は
避

難
で
き
な
い
方
の
家
を
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
ら
れ
て
い
る
支
援
者
が
訪
問

し
、
車
イ
ス
を
押
し
た
り
、
手
を
引

い
た
り
し
な
が
ら
避
難
場
所
と
な
る

地
区
会
館
ま
で
の
移
動
を
支
援
し
ま

し
た
。
ま
た
、
衛
星
携
帯
電
話
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
や
、
消
防
署
員
の

指
導
に
よ
る
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
、
て
ん
ぷ
ら
鍋
が
発
火
し
た

際
に
濡
れ
タ
オ
ル
を
使
用
し
消
火
す

る
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
狙
半
内
地
区
で
も
、
衛
星
携
帯
電

話
を
使
用
し
た
情
報
伝
達
訓
練
や
負

傷
者
の
搬
送
訓
練
な
ど
、
災
害
発
生

か
ら
支
援
が
届
く
ま
で
の
72
時
間
を

地
域
で
対
応
す
る
た
め
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
の
自
主
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
講
話
が
あ
り
、

災
害
発
生
時
の
一
人
ひ
と
り
の
役
割

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
横
手
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年

の
震
災
発
生
後
に
、
多
く
の
避
難
者

を
受
け
入
れ
た
経
験
を
踏
ま
え
、
移

動
炊
飯
器
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
や

日
本
赤
十
字
秋
田
県
支
部
職
員
を
講

師
に
、
け
が
人
に
対
す
る
応
急
包
帯

法
の
講
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
住
民
は
、
日
頃
か
ら
の

声
か
け
や
隣
近
所
の
助
け
合
い
、
自

ら
の
身
は
自
ら
で
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

市政情報便  市役所からのお知らせ

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

火災予防ＨＰページ番号／000007234

    

  

11
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
、『
消

す
ま
で
は 

出
な
い
行
か
な
い 

離

れ
な
い
』
の
標
語
の
も
と
、
全
県

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖
房
器

具
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
災

か
ら
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
家

庭
や
地
域
で
防
火
対
策
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
し
ま
し
ょ
う

・
お
年
寄
り
や
、
身
体
の
不
自
由

　
な
人
を
守
る
た
め
に
、
地
域
で

　
協
力
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う

・
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
か
ら
命

　
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

　
報
器
を
設
置
し
、
機
器
の
維
持

　
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う

・
家
の
ま
わ
り
に
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う

・
使
用
期
限
が
切
れ
た
消
火
器
の

　
処
理
は
専
門
業
者
に
依
頼
し
ま

　
し
ょ
う

・
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
　
　

【
問
合
せ
】

  

市
消
防
本
部
予
防
課
（
北
庁
舎   

  

内
）
　
３
２
‐
１
２
１
８

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

成年後見ＨＰページ番号／000006625
　
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
方
の

権
利
擁
護
や
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
弁
護
士
、
社
会
福
祉
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
方
、
市
内
の
福
祉
・
保
健
・
医

　
療
関
係
の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ

　
て
い
る
方

◆
日
時
／
11
月
16
日（
金
）午
後
１

　
時
30
分
〜
４
時
30
分
　

※
平
成
25
年
１
月
に
も
開
催
予
定

◆
会
場
／
横
手
庁
舎
４
階
相
談
室

◆
相
談
員
／
弁
護
士
、
社
会
福
祉

　
士

◆
定
員
／
先
着
４
組

◆
申
込
開
始
／
11
月
１
日（
木
）

◆
申
込
方
法
／
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い

　
課
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
３
４

第
２
回
市
民
後
見
定
期
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

予防接種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
助
成
対
象
者
は
、
こ
れ
ま
で

高
齢
者
の
方
だ
け
で
し
た
が
、
新

た
に
生
後
６
カ
月
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
と
妊
婦
の
方
に
対
象
を
拡

大
し
ま
し
た
。
流
行
に
備
え
、
早

め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
助
成
実
施
期
限
／
平
成
25
年
２

　
月
28
日（
木
）

◆
対
象
お
よ
び
助
成
額
／
市
内
に

　
住
所
が
あ
り
、
次
の
要
件
を
満

　
た
す
方

①
接
種
当
日
、
満
65
歳
以
上
の
方  

　
１
人
１
回
接
種
。
１
回
に
つ
き

　
千
円
助
成
し
ま
す
。

②
接
種
当
日
、
満
60
歳
以
上
65
歳

　
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

　
器
等
に
障
が
い
が
あ
る
方
※
各

　
地
域
局
（
横
手
地
域
は
健
康
推

　
進
課
）
で
発
行
す
る
証
明
書
を

　
持
参
し
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
人
１
回
接
種
。
１
回
に
つ
き

　
千
円
助
成
し
ま
す
。

③
妊
婦
の
方

　
１
人
１
回
接
種
。
１
回
に
つ
き

　
千
円
助
成
し
ま
す
。

④
生
後
６
カ
月
以
上
中
学
３
年
生

　（
相
当
年
齢
）
以
下
の
方

〈
13
歳
未
満
〉
１
人
２
回
接
種

〈
13
歳
以
上
〉
１
人
１
回
接
種

　
１
回
に
つ
き
千
円
助
成
し
ま
す
。

⑤
生
活
保
護
受
給
者
の
方

　
①
、
②
、
③
、
④
の
接
種
回
数

　
を
上
限
と
し
て
、
全
額
助
成
し

　
ま
す
。

◆
助
成
方
法
／
医
療
機
関
か
ら
は

　
１
回
の
接
種
に
つ
き
、
千
円
引

　
か
れ
た
額
が
請
求
さ
れ
ま
す
。

◆
申
込
み
／
事
前
に
医
療
機
関
へ

　
の
予
約
が
必
要
で
す
。
健
康
保

　
険
証
等
を
持
参
し
、
各
医
療
機

　
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
横

　
手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
３
３
‐
９
６
０
０
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う 

ＨＰページ番号／000001384電子申告

 『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
』
と
は
、地
方
税

に
お
け
る
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
行
う
シ
ス
テ
ム

で
す
。
市
で
は
、
法
人
・
事
業
所

を
対
象
に
『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
』
に
よ

る
市
税
の
電
子
申
告
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。

◆
電
子
申
告
受
付
開
始
日

　　
　

　
11
月
26
日（
月
）

◆
電
子
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

・
窓
口
持
参
、
郵
送
の
手
間
が
か

　
か
り
ま
せ
ん
。

・
１
回
の
操
作
で
複
数
の
自
治
体

　
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

◆
電
子
申
告
内
容

〈
個
人
住
民
税
〉

・
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

・
特
別
徴
収
に
係
る
給
与
所
得
者

　
の
異
動
の
届
出

・
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の

　
切
替
の
申
請

・
退
職
所
得
に
係
る
納
入
申
告
、

　
特
別
徴
収
票
、
特
別
徴
収
税
額

　
内
訳
の
届
出

・
特
別
徴
収
義
務
者
の
名
称
、
所

　
在
地
の
変
更
の
届
出

〈
法
人
市
民
税
〉

・
確
定
申
告

・
中
間
申
告
（
予
定
申
告
）

・
修
正
申
告

・
法
人
の
設
立
お
よ
び
設
置
の
届
出

・
異
動
の
届
出

〈
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
〉

・
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申

　
告 

※
利
用
手
続
き
等
は
市
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
個
人
の
所
得
税
の
電
子
申
告
は

　
国
税
庁
の
『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
市
財
務
部
市
民
税
課
（
横
手
庁

　
舎
内
）
　
３
２
‐
２
５
１
０

『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
』に
よ
る
電
子
申
告
の
受
付
開
始

ＨＰページ番号／000011518

神谷地遺跡現地説明会 

縄文時代中期の遺跡を発掘

竪穴住居跡の炉の跡を見学する参
加者の皆さん

市政の窓行政報告 

　
雄
物
川
町
薄
井
地
区
で
発
掘
作
業

中
の
神
谷
地
遺
跡
の
現
地
説
明
会
が
、

10
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
文
化
財
保
護
課
の
職
員
が
「
５

月
の
調
査
開
始
以
降
、
竪
穴
住
居
跡

が
33
軒
以
上
、
土
器
や
土
製
品
の
遺

物
、
石
器
な
ど
も
確
認
さ
れ
、
約
４

千
〜
５
千
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
の

遺
跡
で
あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遺
跡
の
特
徴
と
し
て
住
居

が
輪
の
よ
う
な
形
に
並
ぶ
集
落
で
あ

っ
た
こ
と
、
平
野
部
で
は
珍
し
い
長

さ
９
㍍
、
幅
３
㍍
の
細
長
い
竪
穴
住

居
跡
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
遺
跡
の
形
状
や

土
器
の
製
作
過
程
に
つ
い
て
質
問
が

出
る
な
ど
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

　
神
谷
地
遺
跡
は
、
来
年
度
も
調
査

が
予
定
さ
れ
、
市
文
化
財
保
護
課
で

は
「
原
始
の
歴
史
の
解
明
に
つ
な
が

る
貴
重
な
手
が
か
り
に
な
れ
ば
」
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

エ

ル

タ
ッ
ク
ス
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市営住宅

　◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
等
に

　
定
め
る
入
居
資
格
を
有
す
る
方

　
で
す
。
事
前
に
市
建
築
住
宅
課

　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま

　
す
。
な
お
、
家
賃
は
所
得
額
に

　
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
※
暴
力
団
員（
同
居
者
を
含
む
）

　
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
建
築
住
宅
課
ま

　
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設
課
で

　
入
居
希
望
者
本
人
と
面
談
を
行

　い
ま
す
。
申
込
書
に
必
要
書
類

　
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い（
郵
送
不
可
）。

　
※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

　
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
11
月
５
日（
月
）〜   

　
13
日（
火
）

◆
抽
選
会
／
11
月
28
日（
水
）の
予

　
定
（
入
居
条
件
を
満
た
す
方
に

　
連
絡
し
ま
す
）

◆
入
居
時
期
／
12
月
19
日（
水
）以

　
降

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　
３
５
‐
２
２
２
４
、
ま
た
は

　
各
地
域
局
産
業
建
設
課
（
午
前

　
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

　
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

〜
申
し
込
み
は
11
月
13
日
ま
で
〜
　

ＨＰページ番号／000005891

①公営住宅(低所得者が対象）
名　　称

南朝日が丘住宅
五十田団地
醍醐団地
下鶴田団地
十五野住宅
旭団地

築年度
Ｓ58
Ｈ10
Ｈ19
Ｈ15
Ｓ51
Ｈ18

間取り
２ＤＫ
３ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ

家賃（円）
13,100～
24,300～
28,000～
22,900～
10,000～
24,200～

        建築様式
　　　３階建ての３階
　　　木造平屋建て
 木造２階建て（２戸１棟）
      木造平屋建て
　　　２階建て（集合）
      ２階建ての２階

募集戸数
１
２
１
１
１
１

 

地域名

 

横　手

雄物川

平　鹿

十文字

②特定公共賃貸住宅（①と比べて所得がある方が対象）
家賃（円）
52,100～
52,700～
50,000
30,000

募集戸数
２
１
１
１

建築様式
　　　木造平屋建て
　　  木造平屋建て
　　　３階建ての２階
　　　３階建ての３階

地域名

平　鹿

大　森

名　　称

五十田団地

特定西野住宅

築年度

Ｈ９

Ｈ10

横手デマンド交通の料金が改定されました横手デマンド交通の料金が改定されました
◆問合せ／市総務企画部経営企画課（南庁舎内）　
　　　　　　35-2164

　４月16日から実証実験を行っている横手デマンド交
通は、11月１日から利用料金を改定することになりま
した。今回の料金改定は、利用料金として妥当な金額
を検証するため、実験の一環として行うものです。ご
利用の際は、新料金を確認のうえ、ご乗車ください。
　なお、実験期間は平成25年３月末までを予定してい
ます。今後もぜひ利用していただき、ご意見やご要望
をお寄せください。

料金は走行距離によって異なります。途中で他の方と乗り
合わせた場合は、複数乗車の料金に変わります。

１人乗車の料金

料金は走行エリアで異なります。（エリア＝旧市町村単位）

複数乗車の料金

11月１日～11月１日～

３００円　 ８９０円（約2km）まで

４００円１,５９０円（約4km）まで

６００円１,８９０円（約5km）まで

１,０００円２,５９０円（約7km）まで

１,５００円３,５３０円（約10km）まで

２,０００円４,９７０円（約15km）まで

３,０００円６,５００円（約20km）まで

５,０００円７,９４０円（約25km）まで

７,０００円９,４７０円（約30km）まで

改定前タクシー
メーターの料金

５００円
６００円
８００円
１,３００円
１,８００円
２,５００円
４,０００円
６,０００円
８,０００円

改定後
デマンド料金

 間取り

３ＤＫ

３ＬＤＫ
１ＬＤＫ

出発エリア内

次 の エ リ ア
（一つ隣り）

次の次のエリア
（二つ隣り）

３００円

７００円

１,２００円

１,７００円次の次の次のエリア
（三つ隣り）

出発エリア 改定前

４００円

８００円

１,３００円

１,８００円

改定後
デマンド料金
（1人あたり）

　『Ｂｉｚサポートよこて』とは、未来の企業家を育
成するために横手市が運営する施設です。近い将来市
内で新たに起業しようとする方、または起業して間も
ない方に対し、安価で事務作業スペースを提供し、起
業のためのノウハウや経営指導、各種支援制度等の情
報提供など多角的な支援を行います。

★Ｂｉｚサポートよこての概要　　
◆目的・支援内容
①通信インフラ等の整備された事務作業スペースを安   
  価で提供し、着実な事業化を促進することで、市の  
  産業振興を図ります。
②インキュベーション・マネージャーが入居者に対し、
　起業するためのノウハウや経営指導など、事業を成
　功させるための適切なアドバイスを行います。

 
 ※インキュベーション・マネージャーとは・・・事業を 
　 はじめようとする経験の少ない方に対し、事業の   
   知識・ノウハウ・経営資源など、不足するものを
　 幅広く速やかに補い、また事業以外についても相  
   談相手となり、事業を成功へと導く資格を持った   
   人です。

◆施設の概要
①名　称／Ｂｉｚサポートよこて
②所在地／〒013-0035 横手市平和町３番30号（第一   
　　　　  ＭＧビル1階）
③12月３日（月）から入居可能
◆申込資格
①市民およびＵターン希望者で起業を考えている方
②市内で起業後３年以内の方
※市が支援にふさわしくないと判断する業種は対象に
　なりません
◆募集期限
　11月15日（木）
◆提出書類
○『Ｂｉｚサポートよこて』使用者申込書
○事業計画書【インキュベーションオフィス】
○事業計画書【シェアードルーム】
※募集内容・応募方法等、詳しくは市ホームページを
　ご覧ください
◆問合せ
　市産業経済部商工労働課
　（県平鹿地域振興局内）
　　32-2115

  『Ｂｉｚサポートよこて（起業支援事業）』の入居者を募集します！     『Ｂｉｚサポートよこて（起業支援事業）』の入居者を募集します！   
ＨＰページ番号／000011990ＨＰページ番号／000011990

※共益費には光熱水費および警備保障料等を含む

　地域の共助意識の向上と共助の組織づくりを目的
とした『横手市みんなでささえあう地域づくり活動
補助金』は、地域力向上・自主防災・除雪支援事業
などに活用できます。補助金を有効に活用できる人
材育成の講座を開催しますので、町内会、自治会、
地区会議で関心のある方はぜひご参加ください。
◆日時／11月８日（木）午後１時～４時
◆会場／南庁舎講堂
◆講師／人と組織と地球のための国際研究所代表・
　川北秀人氏　※川北氏は全国的に活躍している市
　民協働のスペシャリストです

◆内容／【第１部】①湯沢市岩崎ＮＰＯの事例発表
　②高齢過疎地域共助力向上事業モデル地区の取り
　組み発表・大森町保呂羽、増田町狙半内、山内三
　又、山内南郷【第２部】①持続可能な地域づくり
　活動（共助活動）に関する講演②ワークショップなど
◆参加費／無料　※定員50人
◆申込期限／11月７日（水）
◆申込み／経営企画課に電話、ファクス、電子メー
　ルでお申し込みください。
◆問合せ／市総務企画部経営企画課（南庁舎内）
　　35-2164、　33-6061、　kikaku@city.yokote.lg.jp

『ささえあう人材養成講座』を開催します　　ＨＰページ番号／000011984『ささえあう人材養成講座』を開催します　　ＨＰページ番号／000011984

★『Ｂｉｚサポートよこて』の施設・支援内容

部屋数
面　積
使用料
共益費

（実費相当分）

支援内容

利用時間

インキュベーションオフィス
（個室事務スペース）

２部屋
約10ｍ
なし

１部屋あたり
15,000円／月

・経営相談、販路支援、ビジネスマッチン
　グコーディネートなど事業が発展するた
　めの支援を行います

24時間利用可能

シェアードルーム
（共有事務スペース）

４ブース
－
なし

１ブースあたり
5,000円／月

・事業計画書作成、効果的なマーケティン
　グ方法の指導、各種支援制度等の情報提
　供（補助金、融資制度について）など起
　業するために必要な支援を行います
　原則午前８時30分から午後５時15分まで

２

ＨＰページ番号／000009283
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【市内の空間放射線量】◆期間／９月21日～10月20日
◆場所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結果／毎時0.04～0.07マイクロシーベルト

○固定資産税４期　 ○国民健康保険税５期
○介護保険料５期 　○後期高齢者医療保険料５期　
　納期限は11月30日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○固定資産税４期　 ○国民健康保険税５期
○介護保険料５期 　○後期高齢者医療保険料５期　
　納期限は11月30日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

◆日　　時／11月28日(水)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／11月22日(木)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

市長面会日のお知らせ

５
12
19
26

４
11
18
25

３
10
17
24

２
９
16
23
30

７
14
21
28

１
８
15
22
29

６
13
20
27

11月 -November-

１人
1,100円

１人
1,100円

１人
960円

２人
960円

１人
960円

デイサービス
での看護・送
迎業務
特別養護老人
ホームでの看
護業務全般
特別養護老人
ホームでの介
護業務全般
介護老人保健
施設での介護
業務全般

保育所での保
育業務

看護師または准看
護師免許および普
通自動車運転免許

看護師または准看
護師免許

なし

なし

保育士免許

毎週月曜日～土曜日のうち
５日間※午前８時30分～午
後５時、夜勤なし
週休２日制※午前７時30分
～午後６時45分の間の７時
間30分、夜勤なし
週休２日制※１日７時間30
分の交替制、月に４～５回
程度の夜勤あり
週休２日制※１日７時間30
分の交替制、月に３～４回
程度の夜勤あり

　市では、各施設の非常勤職員を募集しています。詳
細は、ハローワークの求人情報でご確認ください。
◆応募方法／希望する勤務場所へ事前に確認し、ハロー
　ワークの紹介状・履歴書・資格を証明する書類（写）

　を希望勤務先に提出ください（郵送可）。
◆選考方法／随時面接を行い、後日選考結果を通知し
　ます。採用者が決定しだい、募集は締め切ります。

　新たにパソコン農業簿記に取り組もうとしている
農業者を対象とした研修会を開催します。
◆日時／11月27日（火）・28日（水）午前10時～午後４時
◆場所／㈱しすてむ工房　◆受講料／無料  
◆定員／10人※定員になりしだい締め切ります
◆申込期限／11月15日（木）  
◆申込み／市産業経済部農業政策課　32-2112

月曜日～金曜日※午前７時
～午後７時の間の７時間30
分程度、月１回程度の土曜
日勤務あり

十文字保育所、横手市十文字町
梨木字羽場下10-113※問い合わ
せは十文字地域局子育て支援セ
ンター　42-5113

職種 仕事の内容 必要な免許・資格等 募集人数・
賃金（時給） 勤務日・勤務時間 勤務場所・問合せ

看護師

介護員

保育士

居宅支援センター『森の家』
横手市大森町字菅生田245-214
　56-4155

特別養護老人ホーム『白寿園』
横手市大森町字菅生田245-27
　26-3000　

介護老人保健施設『老健おおもり』
横手市大森町字菅生田245-207
　26-4021

平成24年度農業経営者研修会
『パソコン農業簿記』受講者募集
平成24年度農業経営者研修会
『パソコン農業簿記』受講者募集

　市実験農場で農業技術を習得し、就農に生かそう
とする研修生を募集します。
◆研修期間／２年間（平成25年４月～27年３月）
◆募集定員／若干名  
◆応募条件／①おおむね50歳未満の方②研修終了後
　　　　　　横手市で就農を予定している方
◆研修奨励金／月額10万円
◆応募期限／11月16日（金）  

　新たに営農する方に事業の立ち上げ経費等を助成
します。助成を受けるためには、所定書類の提出が
必要ですので、事前にご相談ください。
◆助成内容／◎営農立ち上げ経費の助成・事業費の
　　　　　　５／12以内（上限87万５千円） 
  　　　　　◎居住費助成・借家代等（上限５万円）
◆助成期間／最長２年間
◆応募条件／①新規参入者等②県知事から青年等就
　　　　　　農促進法に基づく就農計画の認定を受
　　　　　　けた者③営農開始前年から開始後３年
　　　　　　以内の者④青年就農給付金（経営開始型）     
　 　　　　 の受給者でない者
◆応募期限／11月16日（金）
 問合せ　市産業経済部農業政策課（県平鹿地域振
　　　　　興局内）　32-2112

～地域で学べ！農業技術研修生募集～

～農業経営テイクオフ支援事業～

平成25年度事業
　◇新規就農者を支援します◇
平成25年度事業
　◇新規就農者を支援します◇

横手市非常勤職員を募集しています　ＨＰページ番号／000011841横手市非常勤職員を募集しています　ＨＰページ番号／000011841

◆試験区分・採用予定人数／職務経験者　若干名
◆受験資格／
・昭和43年４月１日以降に生まれた方で、消防職にお
　おむね３年以上の経験を有し、離職後２年以内の方
・普通自動車免許（オートマ車限定除く）を有する方
・採用後は横手市内に居住できる方
◆身体要件／
  男性：身長160㌢以上・体重50㌔以上
　女性：身長155㌢以上・体重45㌔以上
  視力：両眼とも矯正視力0.7以上
  色覚：赤・青・黄色の色彩が識別できること
  聴力：２㍍以上の距離で低語聴取ができること
◆１次試験日程／12月17日（月）
◆１次試験内容／書類審査　

ＨＰページ番号／000007107ＨＰページ番号／000007107■消防職員

◆職種・採用予定人数／
　看護師５名程度、薬剤師１名程度、臨床検査技師１名
　程度、作業療法士１名程度
◆受験資格／
・それぞれの職種に必要な免許を有する方、または平
　成25年３月までに国家試験等により取得見込みの方
・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
・看護師：昭和52年４月２日以降に生まれた方
　薬剤師：昭和52年４月２日以降に生まれた方
　臨床検査技師：昭和59年４月２日以降に生まれた方
　作業療法士：昭和63年４月２日以降に生まれた方

■横手病院職員 ＨＰページ番号／000012010ＨＰページ番号／000012010

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

◆試験日・場所／12月９日（日）・市立横手病院
◆受験申込期限／11月22日（木）必着
◆申込み／〒013-8602　横手市根岸町５－31
　　　　　市立横手病院総務課　32-5001

※試験案内・申込用紙は市立横手病院にあります。　     
　郵便で請求する場合は、封筒の表に『職員採用試験
　申込用紙請求』と朱書きし、宛先を明記して120円
　切手を貼った返信用封筒（角型２号）を同封のうえ、
　市立横手病院総務課にお送りください。申込用紙等
　は市立横手病院のホームページからもダウンロード
　できます。

◆２次試験日程／平成25年１月中旬
◆２次試験内容／適性検査・体力検査・個人面接
◆３次試験日程／平成25年１月下旬
◆３次試験内容／個人面接
◆受験申込期間／11月19日（月）～12月７日（金）
◆申込み／〒013-0060　横手市条里一丁目１番１号
　　　　　横手市消防本部総務課　32-1111
※試験案内・申込用紙は11月１日から市消防本部、消
　防署および各分署で配布します。郵便で請求する場
　合は、封筒の表に『職務経験者３期試験案内請求』と
　朱書きし、宛先を明記して140円切手を貼った返信用
　封筒（角型２号）を同封のうえ、市消防本部にお送
　りください。申込用紙等は市ホームページからもダ      
  ウンロードできます。詳細は試験案内でご確認くだ
　さい。

ＨＰページ番号／000012009ＨＰページ番号／000012009

『気づくのは　あなたと地域の　心の目』
　～平成24年度『児童虐待防止推進月間』標語～　
◆相談窓口／
　秋田県南児童相談所　32-0500
　市健康福祉部子育て支援課　35-2133

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
『児童虐待』を未然に防ぐには、住民一人ひとりが地
域の子どもたちを見守ることが基本です。虐待に気づ
いたり、虐待が疑われる場合は、身近な相談窓口に連
絡してください（匿名でも構いません）。

児童虐待とは児童虐待とは ～あなたからの連絡が子どもを虐待から守る大きな一歩になります～～あなたからの連絡が子どもを虐待から守る大きな一歩になります～

 身体的虐待
暴力をふるったり危険
な状態におく
○殴る  ○蹴る  ○物を     
投げつける  ○やけどを
負わせる　○溺れさせる
○激しく揺さぶる

心理的虐待
ひどい言葉や拒絶的な
態度で心に傷を負わせる
○兄弟間での差別　○無
視する　○子どもの前で
家族に対して暴力をふる
う　○言葉による脅し　

性的虐待
わいせつな行為をした
りさせたりする
○子どもへの性的行為
○性的行為を見せる　
○わいせつな写真を見せ
る・被写体にする

ネグレクト
子どもの世話を怠った
り放置したりする
○食事を与えない　○入
浴させない　○登校させ
ない　○病気やけがをし
ても病院に連れて行かない           

 
子どものＳＯＳが聞こえますか？子どものＳＯＳが聞こえますか？

11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です
オレンジリボン

～平成25年４月１日採用予定～　横手市職員を募集します   ～平成25年４月１日採用予定～　横手市職員を募集します   



Topics

（横手）

  横手市シルバー人材センターでは、10月の『シルバー
人材センター事業普及啓発促進月間』に合わせ、会員
が主体となって、毎年公共施設等のボランティア活動
を行っています。今年も10月３日から22日にかけ、市
内８地区に分かれて、植木の枝切りや草むしり、ごみ
拾いなどの活動を行いました。

遺言書についてわかりやすく述べる松井氏（右端）

 公共施設等をボランティアで清掃  

周囲が支える成年後見制度に
■リーガルサポート市民公開講座（横手）
　10月14日、司法書士で組織される『リーガルサポート
あきた』による公開講座がかまくら館で開催され、成年
後見制度や遺言書の役割などを市民が学びました。
　全国組織であるリーガルサポートの理事長・松井秀樹
氏（雄物川町出身）が講演し、成年後見制度と遺言書の
役割を事例を交えながらわかりやすく解説しました。そ
の後、パネルディスカッションが行われ、認知症高齢者
が300万人を超えるとされる現在、判断能力が低下した
人を支えていく仕組みの大切さが話し合われました。

　10月12日、金沢小学校の児童が横手やきそば用のキ
ャベツを収穫しました。児童らは夏休み中も水やりな
どをがんばり、４年の浦口若菜さんは「青虫やナメク
ジからキャベツを守るのが大変だった」と話してくれ
ました。収穫したキャベツは、10月20・21日に北九州市
で開催されたB-１グランプリの具材に使用されました。

キャベツで横手やきそばを応援
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■文化庁の子どもの文化芸術体験事業（横手）

迫力ある演奏を間近で感じる

　10月９日、朝倉小学校で大阪交響楽団の演奏会が行わ
れ、オーケストラの迫力ある演奏を堪能しました。
　今回の公演では『白鳥の湖』が演奏され、児童らは楽
器の種類や場面解説を聞いて情景を思い描きながら、20
種類の楽器が奏でる音の世界をじっくりと楽しみました。
また、演奏の合間には、指揮者体験ができるコーナーが
設けられ、１年生の日沼和子さんと４年生の高橋伶慈く
んが代表して64人のオーケストラ奏者の前に立ち、緊張
の面持ちながらも堂々と指揮をとりました。
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母校での壮行会も早田選手と

市政の窓行政報告 
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く
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。
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宝くじの収益は、広く社会に
役立てられています。

れいじ

浅舞公園付近の除草作業
を行う平鹿支所の皆さん

■よこて発酵文化大使任命

発酵文化のＰＲに強力な助っ人

コンサートを終え、委嘱状を手にする岩本公水さんと多賀糸所長

　発酵文化や発酵食品の魅力をＰＲする『よこて発酵文化
大使』に歌手の岩本公水さんが任命され、10月８日に秋
田市で行われたコンサートで、よこて発酵文化研究所の
多賀糸敏雄所長から岩本さんに委嘱状が手渡されました。
　いぶりんピックの審査員や発酵フォーラムに参加した
ことが縁となり、大使となった岩本さんは「歌手という
仕事を生かしながら、発酵食品や横手の素晴らしさを伝
えていきたい。自分自身も発酵させて、味わい深い歌も
届けていきます」と意気込みを話してくれました。

３年生の岡部沙耶乃さん、５・６年生、亀谷教諭が『威風堂々』を共演
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　木
々
の
葉
っ
ぱ
が
赤
く
色
づ
き
、
横
手
は
秋
の
色

合
い
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

　食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
。
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
っ
た
、
10
月
の

横
手
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２０１２大雄地区スポーツ
　　　　レクリエーション大会
２０１２大雄地区スポーツ
　　　　レクリエーション大会

　10月６日、スタジアム大雄

千葉県浦安市にある明海大学の留学生10人が、イワナのつかみ
どり体験やそば打ち体験などをして横手の秋を楽しみました。

　
10
月
７
日
、
十
文
字
陸
上
競
技
場

    

秋田、岩手の代表30人同志が綱引きで対決。
今回は２勝１敗で岩手県が勝利を収め、通算
成績を２勝２敗の五分としました。

いわて・あきた県境国取り合戦いわて・あきた県境国取り合戦
　10月21日、岩手県西和賀町巣郷温泉

女子バスケットボール第14回Ｗリーグ女子バスケットボール第14回Ｗリーグ
　10月６日、増田体育館

ＪＸサンフラワーズVSアイシンＡＷウィングスの試合が行われ、
日本代表選手を有するＪＸサンフラワーズが94対72で勝利しま
した。また、被災地から宮城県名取市のミニバスケットボール・
スポーツ少年団が招待され、試合を観戦しました。

秋
の
横
手
は

      

に
ぎ
わ
う
ぞ
!!

いものこ、ぶどう、りんごなど、横手の旬の
農産物を買い求める人でにぎわいました。

第
47
回
増
田
り
ん
ご
ま
つ
り

第
47
回
増
田
り
ん
ご
ま
つ
り

　
10
月
14
日
、
真
人
公
園

子
ど
も
歌
舞
伎

　
　『
大
鳥
井
山
蛙
合
戦
』

子
ど
も
歌
舞
伎

　
　『
大
鳥
井
山
蛙
合
戦
』

今
年
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
山
内

産
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
『
手
打
ち

そ
ば
』
や
『
い
も
の
こ
汁
』
を
堪

能
し
ま
し
た
。

第８回新そばまつり第８回新そばまつり

ふるさと農業体験２０１２秋編ふるさと農業体験２０１２秋編

　10月13～15日、道の駅さんない

　10月20日、平鹿町醍醐地区他
〝
食
と
農
〞
チ
ー
ム
・
プ
ラ
ス
Ｙ
の
取
り
組
み

と
し
て
市
も
応
援
し
て
い
る
農
業
体
験
（
Ｊ
Ａ

秋
田
ふ
る
さ
と
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
な
ど
51
人
が
参
加
し
、
稲
刈
り
体
験
や
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
見
学
な
ど
を
行
い
、

農
業
に
親
し
み
ま
し
た
。

秋の横手体験ツアー２０１２秋の横手体験ツアー２０１２
　10月６～８日、釣りキチ三平の里体験学習館ほか

本
気
で
や
る
農
業
体
験

本
気
で
や
る
農
業
体
験

　
10
月
６
日
、
十
文
字
町
新
開
地
区

ラ
ジ
オ
番
組
の
公
開
収
録

ラ
ジ
オ
番
組
の
公
開
収
録

　
10
月
12
日
、
横
手
市
民
会
館

参
加
者
は
、
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
を

使
っ
て
ピ
ン
ポ
ン
球
を
リ
レ
ー

す
る
『
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
競
争
』

な
ど
の
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
、
地
域
住
民
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

俳優の永島敏行さんが友人や地元の方と、慣れた
手付きで稲刈りを行い、心地よい汗を流しました。

横手おやこ劇場主催の『第４回子どもの芸術体
験ひろば』が開催され、小学生と大人合わせて
65人が忍者修行。全員が修行を達成すると、最
後には忍者頭から巻物が授けられました。

忍
者
ふ
る
さ
と
村
を
走
る
！

忍
者
ふ
る
さ
と
村
を
走
る
！

　
10
月
６
日
、
県
立
近
代
美
術
館

横
手
市
議
会
議
員
ら
が
、
横
手
黒
毛
和
牛
や
横
手

産
農
産
物
の
販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
ほ
か
、
市

内
４
店
舗
に
よ
る
横
手
黒
毛
和
牛
丼
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
審
査
員
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
出
端
屋
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゲ
ー

ム
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゲ
ー

ム
ズ

スポーツのまちづくり事業の一環として行われ、
市内のスポーツ少年団などから150人が参加。大
縄跳びや綱引き、リレーなどを楽しみ、交流の
輪を広げました。

第
２
回
横
手
黒
毛
和
牛
祭
り

第
２
回
横
手
黒
毛
和
牛
祭
り

　
10
月
21
日
、
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト

横
手『
四
季
の
市
』

横
手『
四
季
の
市
』

　
10
月
13
日
、
Ｙ（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ

2

朝倉小学校の５年生82人の児童と清原紅蓮隊の皆さん
が、90分にも及ぶ歌舞伎を、見事に演じました。

ＮＨＫのラジオ番組『ふるさと自慢うた自慢』の収録が行
われ、男女別グループに分かれ、お国自慢と歌で対決しま
した。さて、勝利の行方は･･･。
来年、２月９・16日の放送(予定)をお楽しみに！

秋
晴
れ
の
中
、
リ
ン
ゴ
の
唄
コ
ン
ク
ー
ル
や
リ
ン

ゴ
の
詰
め
放
題
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ス
り
ん
ご
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
16
人
が
出

場
し
、
桜
田
沙
紀
さ
ん（
左
）、
羽
崎
結
香
さ
ん（
中

央
）、
斎
藤
さ
ゆ
り
さ
ん（
右
）の
３
人
が
、
47
代
目

の
ミ
ス
り
ん
ご
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
、
あ
さ
く
ら
館

大神雄子選手
は大人気

大神雄子選手
は大人気 『イネ・刈っ

たド～！』
『イネ・刈っ

たド～！』

『清原紅蓮隊
』見参！

『清原紅蓮隊
』見参！

横手牛「おいし～イ!」
横手牛「おいし～イ!」

「やった～ゴール」「やった～ゴール」



市報よこて 14No.170  2012(       24　).11.1市報よこて15 2012(       24　).11.1  No.170 平成　 年平成　 年

　フラワーサークル『花のん』は「生活に潤いや癒
しを与えてくれる花に親しみ、気軽にフラワーア
レンジメントを楽しんでもらいたい」との思いか
ら、今年９月に発足したフラワー教室です。
　趣味として始める方や資格取得を目指す方まで、
現在14人が在籍。生花とプリザーブドフラワーの
コースを設け、醍醐公民館と旭ふれあい館で、ク
リスマス向けの季節感ある作品やブーケなどのア
レンジメントに取り組んでいます。
　「作品は友だちにプレゼントしたり、家に飾っ
たりしています。フラワーアレンジメントが部屋
にあるだけで、雰囲気が明るくなり癒されます」
と会員の皆さんは笑顔を見せます。
　指導者の藤王さんは「はじめは『難しい』と言っ
ていた方も、作品が完成すると笑顔になり喜んで
帰って行きます。まだまだ、会員募集中ですので、
ご連絡待っています」と話してくれました。
◆申込み専用電話 　018-884-7233

材料（４人分）
○ミニカリフラワー…150g  ○チンゲンサイ…１株  ○
にんじん…１本　○玉ねぎ…２個（小さめ）　○しめじ…
１株  ○ウインナー…８本 ○薄切りベーコン…４枚 ○
ホールコーン缶…小１缶 ○…牛乳200cc  ○クリームシ
チューの素…120g　○水…600cc  ○塩・こしょう…少々
作り方
①ミニカリフラワーは小房に分け、チンゲンサイは食べ
　やすい大きさに切って茹でておく。
②鍋に水600ccを入れ、小さめに乱切りにしたにんじんを
　入れて煮る。
③沸騰してきたら、厚めのくし型に切った玉ねぎ、食べ
　やすく切ったベーコン、斜め切りにしたウインナー、
　石づきを取り小房に分けたしめじを入れ、やわらかく
　なるまで煮る。
④一度火を止めて、牛乳、汁を切ったホールコーン、ク
　リームシチューの素を入れ、再度火をつけ①を入れて
　塩・こしょうで味を調える。
◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー 354.0kcal
タンパク質  13.5g
脂　　　質  19.3g
塩　    分   2.5g

 

ミニカリフラワーのシチュー

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

平鹿中学校
　栄養教諭・佐々木景子さん
　寒くなると、シチューのように体の
温まる料理は給食でも大人気です。季
節の野菜をたっぷり入れて煮込むと、
野菜の甘みだけでおいしくなり、野菜
が苦手な子どもにもお勧めです。また、
牛乳を入れることで、成長期に欠かせ
ないカルシウムもしっかり摂れます。

フラワーサークル

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

1

2

『花のん』
か

　矢神堰営農組合では、
市の重点振興作物に指定

されている、ミニカリフラワーを
平成19年から栽培しています。現
在は、1.5㌶に『美星』という品種を
主に作付けしています。葉が花蕾
（からい）を包むように育つため、
きめが細かく純白で、茹でると普
通のカリフラワーより甘く、特に
女性に人気があります。
（矢神堰営農組合・小野智香子さん・雄物川）

『ミニカリフラワー』　今月の食材

せい　か

み　せい

小松　真菜美さん
こまつ　まなみ（23歳・横手）

　
鍛
冶
町
の
居
酒
屋『
さ
吉
』で
働
い
て
い
る
真

菜
美
さ
ん
は
、
ホ
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ス
タ

ッ
フ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
店
内
の
サ
ー
ビ
ス
企
画
も
考
え
、
提
案
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
「
送
り
盆
の
時
は
御
神
酒
、

か
ま
く
ら
の
時
期
は
甘
酒
な
ど
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
鍋
料
理
が

お
勧
め
で
す
。
お
客
さ
ん
に
『
あ
り
が
と
う
』

や
『
ま
た
来
る
ね
』
な
ど
と
声
を
か
け
て
も
ら

う
と
、
や
り
が
い
と
う
れ
し
さ
を
感
じ
ま
す
」

と
仕
事
の
充
実
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
７
月
か
ら
横
手
か
ま
く
ら
エ
フ
エ
ム
で
番
組

の
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
る
真
菜
美
さ
ん
。「
初

め
て
の
こ
と
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
楽
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い

に
明
る
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
趣
味
・
興
味
の
あ
る
こ
と

　
友
人
と
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
、
映
画
鑑
賞
に
も
出
か
け
ま
す
。
音
楽
や
ス

ポ
ー
ツ
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

相愛保育園（横手）大地組のおともだち 植田保育所（十文字）ばら組のおともだち

  

昨
年
11
月
か
ら
婚
約
者
の
仕
事

の
関
係
で
横
手
に
住
み
始
め
た
志

乃
さ
ん
は
、
京
都
市
山
科
区
の
出

身
で
す
。
「
山
科
は
、
赤
穂
浪
士

の
大
石
内
蔵
助
が
ひ
そ
か
に
討
ち

入
り
の
策
を
練
っ
た
歴
史
の
あ
る

土
地
で
す
」
と
ふ
る
さ
と
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
市
の
文
化
財
保
護
課

の
臨
時
職
員
と
し
て
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
し
て
い
て
、
土
器
な
ど
を

発
見
す
る
と
歴
史
の
奥
深
さ
に
感

動
す
る
そ
う
で
す
。

　
横
手
の
印
象
を
「
地
域
の
人
た

ち
の
温
か
さ
が
肌
で
感
じ
ら
れ
、

都
会
の
け
ん
騒
も
無
く
、
ゆ
と
り

の
あ
る
生
活
が
で
き
ま
す
。
食
べ

物
に
も
満
足
し
て
い
て
、
特
に
お

米
の
お
い
し
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

横
手
や
き
そ
ば
や
十
文
字
ラ
ー
メ

ン
も
大
好
き
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
「
京
都
は

め
っ
た
に
雪
が
降
ら
な
い
の
で
、

一
晩
で
降
り
積
も
る
雪
の
多
さ
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
昨
年
の

冬
を
振
り
返
り
ま
す
。

　「
二
人
で
横
手
に
来
ら
れ
た
こ
と

に
満
足
し
て
い
ま
す
。
友
人
も
多

く
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
横

手
や
秋
田
の
魅
力
を
探
し
て
い
き

ま
す
」
と
明
る
く
話
す
志
乃
さ
ん

か
ら
、
充
実
し
た
生
活
の
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

山内　志乃さん
やまうち　しの(29歳・横手）

■面積　　827.90k㎡
■人口　1,472,375人
■世帯　　687,860世帯

京都府

京都市

日本海

滋
賀
県

兵庫県

大阪府

京都府
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
　
タ
ー『
サ
ポ
ー
ト
会
員
講
習
会
』

　
託
児
援
助
を
行
い
た
い
方
を
対
象

に
、
管
理
栄
養
士
か
ら
食
事
を
与
え

る
際
の
留
意
点
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
19
日(

月)

午
前
10
時

　
〜
正
午
※
託
児
事
前
申
込
み
必
要

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
11
月
12
日(

月)

◆
問
合
せ
／
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

　
ト
セ
ン
タ
ー
本
部

　
　
３
５
‐
７
２
１
１

　
　
第
７
回
横
手
市
育
児
講
座

　
　『
ヨ
ー
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
』

◆
日
時
／
11
月
15
日（
木
）午
前
10
時

　
15
分
〜
11
時
15
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
対
象
／
未
就
園
児
を
も
つ
家
族
、

　
先
着
25
人
※
託
児
あ
り

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
11
月
10
日（
土
）

◆
問
合
せ
／
山
内
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
　
５
３
‐
２
１
７
２

　
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
参
加
者

　
　
募
集
！

◆
対
象
／
平
成
25
年
２
月
〜
４
月
に

　
出
産
予
定
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
日
時
・
内
容
／【
１
回
目
】11
月
29

　
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時
、
妊
娠

　
中
の
上
手
な
食
事
の
と
り
方
・
マ

　
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・
妊
娠
中
の
歯

　
の
話
・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
の
仕

　
方
『
赤
ち
ゃ
ん
の
一
日
』

　【
２
回
目
】12
月
７
日（
金
）午
後
６

　
時
30
分
〜
８
時
30
分
、沐
浴
練
習
・

　
パ
パ
の
妊
婦
体
験
・
大
切
な
い
の
ち

　
の
話『
妊
娠
経
過
と
生
活
の
仕
方
』

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
18
組

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
11
月
22
日（
木
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　
進
課
　
３
３
‐
９
６
０
０
　
　

　
　
第
２
回
就
学
相
談
会

　
　

　
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
等
で
、
子
ど
も
の

こ
と
ば
な
ど
の
発
達
や
性
格
・
行
動

な
ど
に
心
配
が
あ
る
方
の
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
14
日(

水)･

16
日(

金)

　
27
日(

火)

・
28
日(

水
）午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時
※
１
日
４
組
ま
で

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
申
込
み
／
電
話
で
相
談
日
時
を
予

　
約
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
教
育
指

　
導
課
　
３
５
‐
２
１
２
３

　
　
は
じ
め
て
の
羊
毛
フ
ェ
ル
ト

　
　
教
室

　
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
27
日(

火)

午
前
10
時

　
〜
正
午

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
材
料
費
１
，０
０
０
円

◆
申
込
期
間
／
11
月
６
日(

火)

〜
14

　
日(

水)

※
託
児
事
前
申
込
み
必
要

◆
問
合
せ
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
３
３
‐
３
９
９
５

　
　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

　
　
教
室

　
ミ
ニ
リ
ー
ス
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
レ

ン
ジ
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
12
月
７
日(

金)

午
前
９
時

　
30
分
〜
正
午

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
先
着
10
人

◆
参
加
費
／
２
，３
０
０
円

◆
持
ち
物
／
は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー

◆
申
込
期
間
／
11
月
２
日(

金)

〜
26

　
日(
月)

◆
問
合
せ
／
朝
倉
公
民
館

　
　
３
５
‐
２
１
３
８

　
　
第
61
回
横
手
市
小
中
学
校

　
　
音
楽
発
表
会

　
日
頃
の
音
楽
活
動
を
発
表
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
７
日（
水
）午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時
30
分
※
申
込
み
不
要

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
入
場
料
／
無
料
※
プ
ロ
グ
ラ
ム
代

　
と
し
て
１
０
０
円

◆
問
合
せ
／
横
手
南
小
学
校
・五
十
嵐

　
教
諭
　
３
２
‐
１
０
５
１

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
　
関
心
の
あ
る
女
性
の
方
へ

　
セ
ン
タ
ー
の
内
容
を
説
明
す
る
昼

食
会
を
開
催
し
ま
す
。
昼
食
会
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
27
日(

火)

午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
３
時
　

◆
場
所
／
よ
こ
て
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
レ
ス

◆
昼
食
会
費
／
１
人
３
，０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
11
月
15
日(

木
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
所
　
３
３
‐

　
６
８
４
０
ま
た
は
各
支
所

　
　
も
の
づ
く
り
企
業
ス
テ
ッ
プ

　
　
ア
ッ
プ
研
修
（
全
２
回
）
　

　
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
研
修
し
ま
す
。

【
演
習
で
わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
な
ぜ

な
ぜ
分
析
実
践
セ
ミ
ナ
ー
】

◆
期
日
／
11
月
27
日(

火)

【
若
手
社
員
の
た
め
の
ら
く
ら
く
５
Ｓ

実
践
研
修
】

◆
期
日
／
11
月
28
日(

水)

《
共
通
事
項
》

◆
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

　
時
※
一
日
の
み
の
受
講
も
可

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
１
社
２
万
円
※
１
講
座

　
に
つ
き
１
社
５
人
ま
で
参
加
可

◆
申
込
期
限
／
11
月
14
日（
水
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
秋
田
県
南
工

　
業
振
興
会
　
３
６
‐
２
３
８
４

吉田保育所（平鹿）ひまわり組のおともだち

講
　座

情報～information～

催
　し

講
　座

募
　集

　
　
公
開
講
座
『
地
域
イ
ン
タ
ー

　
　
ネ
ッ
ト
体
験
研
修
会
』

　
年
賀
状
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
17
日（
土
）午
前
９
時

　
30
分
〜
11
時
30
分
※
受
講
無
料

◆
場
所
／
県
立
横
手
養
護
学
校

◆
定
員
／
20
人
程
度

◆
申
込
み
／
県
立
横
手
養
護
学
校

　
　
３
３
‐
４
１
６
６
　

　
　
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字

　
　
展
を
開
催
し
ま
す

◆
期
間
／
11
月
10
日（
土
）〜
18
日（
日
）

◆
場
所
／
イ
オ
ン
横
手
店
（
旧
横
手

　
サ
テ
ィ
）

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署

　
　
３
２
‐
６
０
９
０

　
　
求
職
者
支
援
訓
練『
イ
チ
か
ら

　
　
は
じ
め
る
事
務
習
得
科
』開
催

　
簿
記
・
労
務
管
理
基
礎
、
ワ
ー
プ

ロ
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
等
を
学

び
ま
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
受
講
期
間
中
に
給
付
金
を
受
け

ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
20
日（
木
）〜
25
年
３

　
月
19
日(

火)

午
前
９
時
〜
午
後
３

　
時
50
分
※
土
日
・
祝
日
は
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
定
員
／
13
人
※
面
接
等
で
選
考

◆
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　
申
込
み
を
し
て
い
る
方

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
期
限
／
11
月
26
日（
月
）

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
夫
婦
・
男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
無
料
法
律
相
談

◆
日
時
／
11
月
13
日（
火)

午
後
１
時

　
〜
３
時
※
要
予
約

◆
場
所
／
横
手
保
健
所

◆
定
員
／
４
人
※
１
人
30
分
ま
で

◆
託
児
／
あ
り
※
事
前
申
込
み
必
要

◆
申
込
み
／
秋
田
県
中
央
男
女
共
同

　
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
８
‐
８
３
６
‐
７
８
４
６

　
　
夜
間
糖
尿
病
教
室

　
　

　
糖
尿
病
の
方
や
関
心
の
あ
る
方
な

ど
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
お

楽
し
み
デ
ィ
ナ
ー
付
き
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
22
日（
木
）午
後
６
時

　
〜
７
時
30
分
※
定
員
30
人

◆
場
所
／
平
鹿
総
合
病
院

◆
参
加
費
／
食
事
代
１
，５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
11
月
20
日（
火
）※
申

　
込
受
付
は
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◆
問
合
せ
／
平
鹿
総
合
病
院

　
　
３
２
‐
９
０
７
２

　
　
横
手
地
方
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
各
種
講
座

【
①
Ｋ
Ｙ
Ｔ（
危
険
予
知
）実
務
講
習
】

◆
期
日
／
11
月
12
日(

月)

◆
申
込
期
限
／
11
月
５
日(

月)

【
②
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
実
務
講
習
】

◆
期
日
／
11
月
21
日(

水)

・
28
日(

水)

◆
申
込
期
限
／
11
月
16
日(

金)

【
共
通
事
項
】

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
横
手
市
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー

　
※
受
講
料
、
必
要
書
類
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
横
手
地
方
職

　
業
能
力
開
発
協
会

　
　
３
２
‐
５
７
８
３
　

　
　
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　『
商
品
リ
メ
イ
ク
術
』セ
ミ
ナ
ー

　
食
品
製
造
・
加
工
、農
業
、飲
食
業

な
ど
の
方
が
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
15
日（
木
）・
16
日（
金
）

　
午
後
６
時
〜
９
時

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
20
人

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用

　
創
出
協
議
会
事
務
局
（
市
商
工
労

　
働
課
内
）
　
３
３
‐
３
８
９
９
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講
　座
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川柳コンクール作品募集川柳コンクール作品募集

　『中華そば＆らーめんの街・十文字』の魅力を多くの方に
知っていただくため川柳コンクールを実施します。『中華
そば＆らーめん』への想いや、思い出にまつわる楽しいエ
ピソードなどを川柳にしてご応募ください。
◆募集締切／11月15日(木)※一人何句でも応募可　　
◆応募方法／下記までお問い合わせください。
◆各賞／最優秀賞・１点、優秀賞２点、佳作５点を12月中旬
　に発表し賞品を進呈します。※作品は店舗等に展示を予定
◆応募・問合せ／〒019-0529　横手市十文字町字海道下18-3
　よこて市商工会内「中華そば＆らーめん川柳募集係」
　　42-0406、　42-2154、ホームページ http://jumonji.moo.jp

～中華そば～中華そば 催
　し

お
知

ら
せ

2

相
　談

＆らーめん～＆らーめん～

 第23回『市民と集う看護フォーラム』 
 ～認知症とともに　家族が認知症になったら～ 

　新人看護師・助産師・保健師によるキャ
ンドルセレモニーや、認知症ケア研究所・
六角僚子理事長による『愛と智恵で支える
認知症ケア』と題した講演を行います。
◆日　時／11月18日(日)13：00～15：40
◆場　所／かまくら館
◆問合せ／横手市看護協議会（横手興生病
　　　　　院内）神原さん　32-2071

11月のよこてイーストイベント情報
　よこてイーストでは年間を通して多くの方々に楽しんで
もらえるイベントを実施しています。
【デザインで遊ぼう】～文字バラバラ事件を解決しよう～
◆日時・場所／11月11日(日)10:00～16:00、Ｙ(わいわい)ぷらざ
【あかりフェスタ点灯式】～よこてイーストを彩ります～
◆日時・場所／11月17日(土)18:00、よこてイースト
【よこいち。】～11月はＳＮＳと街づくりがテーマ～
◆日時・場所／11月18日(日)10:00～16:00、よこてイースト

2

講
　座

講
　座

講
　座

講
　座

相
　談

講
　座

講
　座

2

講
　座

問合せ／よこてイースト管理事務所　 38-8851
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地域からのお知らせ いどばたプラザ～idobata plaza～

広告広告

　　　　　　
第８回『横手市民バドミントン大会』参加者募集
●日時／11月11日(日)午前９時～　●場所／横手体育館 
●種目／１部～５部のダブルス戦（リーグ戦） ●申込期限
／11月５日(月)　●申込み／横手市バドミントン協会事
務局 日野さん 　090-6017-4290
　
横手市・大仙市交流囲碁大会　参加者募集
●日時／11月11日(日)午前９時受付開始　●場所／雄物
川コミュニティセンター　●対象／横手市、大仙市に在
住の方　●参加費／1,000円（昼食、景品代）　●申込期限
／11月５日(月) ●申込み／横手市囲碁連盟事務局 村上
さん 　090-1060-3770
　
日本舞踊五條流光舞会『東日本大震災チャリティー公演』
●日時／11月11日（日）正午～　●場所／秋田ふるさと村
ドーム劇場 ●入場料／1,000円 ●問合せ／五條さん 　
32-1850
　
社交ダンスラベンダー友の会主催『ダンスパーティー』
●日時／11月11日（日）午後６時～９時 ●場所／浅舞公民
館 ●参加費／1,000円  ●問合せ／柴田さん 　33-3327
　
南部シルバーエリア『イベント案内』
【佐々木ひでお『口筆詩画新作作品展』】入場無料
●日時／11月13日(火)～12月12日（水）、午前９時～午後５時
【料理教室～秋野菜料理～】
●日時／11月17日(土)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人  ●申込開始／11月
１日(木)　●申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　　　
映画上映会『毎日がアルツハイマー』
　監督自らがカメラを回し、アルツハイマーの母との暮
らしを紹介した、今話題のドキュメンタリー作品です。
●日時／11月15日(木)、１回目：午後２時～、２回目：４時
30分～、３回目：７時～ ●場所／かまくら館 ●入場料／
大人1,000円(当日1,300円)、高校生以下700円(当日券のみ) 
●チケット／市内よねや全店、金喜書店、かまくら館 ●
問合せ／少子化について学ぶ会 三橋さん 　36-2677
　
横手読書会 11月例会　
●日時／11月16日(金)午後２時～ ●場所／女性センター 
●演題／俳壇よもやま話　●講師／俳人協会会員・池田
崇氏　●問合せ／横手図書館 　32-2662
　
横手フィルハーモニー管弦楽団『第５回定期演奏会』
●日時／11月18日(日)午後２時開演 ●場所／横手市民会
館　●指揮／松井慶太（東京混声合唱団指揮） ●入場料／
大人1,500円、高校生以下700円 ●演奏曲／バレエ組曲「白
鳥の湖」作曲：チャイコフスキー、「交響曲第５番」作曲：マ
ーラー（秋田県初演）他  ●問合せ／筑波さん 　42-0563
　
『無料気功教室』参加者募集！
　簡単で覚えやすい気功を通じて、ストレス社会に負け
ない〝健康な体〟と〝穏やかな心〟を養ってみませんか。
子どもからお年寄りまで、どなたでも参加できます。
※希望に応じ、出張教室もしています。
●日時／毎週土曜日、午後２時～５時 ●場所／浅舞公民館 
●問合せ／気功愛好会 　090-9144-5859　
　

　　
秋田県立横手養護学校『横養祭』
●日時／11月４日（日）午前９時15分～午後１時50分　●
内容／ステージ発表、作品展示、作業製品販売、バザーなど  
●場所・問合せ／横手養護学校 小椋教諭 　33-4167
　　
合唱団四季 『定期演奏会』
●日時／11月４日(日)午後２時開演 ●場所／かまくら館
●入場料／500円 ●演奏曲／混声合唱組曲：すみだがわ他
●問合せ／小林さん 　42-0256
　
『渡部 清　水墨画展』
●期間／11月5日(月)～８日(木)、午前９時～午後５時※
５日は正午から、８日は午後４時まで ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ ●入場料／無料 ●問合せ／墨絵の会 青川
さん 　32-6845
　
よこて農家塾主催『しめなわ作り教室』
●日時／11月５日(月)午前10時～午後３時　●場所／グ
リンポートすぎさわ　●参加費／500円（昼食代） ●申込
み／小田嶋さん 　32-9747
　　　
国際ソロプチミスト横手『チャリティーワインパーティー』
●日時／11月５日（月）午後６時30分～ ●場所／松與会館 
●参加費／3,500円  ●問合せ／鶴田さん 　32-2124
　
コミュニティハウスね・ま～れ『イベント案内』　
【斉藤養一『クレヨン画展』、本間功『木のパズル展』】
●期間／11月７日(水)～９日（金）、午前10時～午後５時
【佐藤朋子『日本画展』】
●期間／11月10日(土)～25日(日)、午前10時～午後５時 
〈共通事項〉初日は午後１時から、最終日は午後３時まで
●入場料／無料　●休館日／火曜日　●場所・問合せ／
ね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320
　
煉瓦屋『イベント案内』
【歌の好きな人集まれ ～思いっきり歌声喫茶～】
●日時／11月８日(木)午後７時～ ●参加費／1,000円（飲
み物、洋菓子付）　●演奏曲／まっかな秋他20曲以上
【自然を愛する皆さんの集い】
●日時／11月18日(日)午後１時～ ●内容／講演『中国の黄
山切り取る』講師：高橋清志氏、『民謡手踊りの楽しさ…そし
て夢』講師：山陰孝子氏 ●参加費／800円（飲み物、洋菓子付） 
〈共通事項〉●場所・申込み／煉瓦屋 　33-2811
　　　
『リンパマッサージ体験講座』
●日時／11月10日（土）・23日（金）、午前10時30分～正午 
●場所／旭ふれあい館 ●参加費／500円　●定員／10人
※要予約　●申込み／中村さん 　090-5595-0800
　
花さかせプロジェクト第２弾『おおたか静流コンサート』
  ＮＨＫ『にほんごであそぼ』のレギュラーで、童謡から
即興まで声を自在に操るボイスアーティスト・おおたか
静流さんの楽しいコンサートです。
●日時／11月11日(日)午後１時30分～３時 ●場所／横手
南小学校 ●入場料／子どもはご招待※大人の参加希望者
は協力金（１口1,000円以上）を振り込んでご参加ください。 
●問合せ／横手おやこ劇場 齊藤さん 　090-2848-0573
　

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。

しず　る

献血日程
月日・地域 実　施　場　所 受付時間 種類

11月２日(金)
横　手

11月８日(木)
大　雄

全血

10：00～11：30

13：15～14：00

14：30～15：40介護老人保健施設やすらぎの苑

秋田県南トラック事業協同組合

 9：45～10：15大和更生園

11：00～11：30睦合成工業㈱秋田工場

12：20～13：00㈱宮腰デジタルシステムズ

14：30～15：40横手市役所大雄庁舎
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告

発行号「11月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　11月26日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　横手市大沢地区のぶどう農家
が丹精込めて作った完熟スチュ
ーベンを贅沢に使用したぶどう
ジュースです。今年収穫された
“大沢ぶどう”がギューっと詰
まった、まじりっ気なしの甘さ
を存分にお楽しみください。
　今回は、『大沢葡萄ジュース
(500ml)』に、砂糖無添加の『葡萄ジャム(150g)』を
セットにして、５名様にプレゼントします。
【提供】社団法人横手市観光協会 　33-7111
※かまくら館の売店で販売しています。（税込価格で、ジュースは　
　１本1,050円、ジャムは１個600円）

広告

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
今
春
４
月
か
ら
家
の
前
で
子
ど
も

た
ち
の
声
が
…
。
あ
れ
っ
と
思
っ
て

聞
い
て
み
た
ら
、
新
し
く
横
手
明
峰

中
学
校
が
出
来
た
の
で
小
学
生
の
通

学
コ
ー
ス
が
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
の
声
を
数
年
ぶ
り
に
聞

き
ま
し
た
。
小
さ
な
体
に
大
き
な
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
一
人
ひ
と
り
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

た
く
さ
ん
元
気
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、

毎
日
が
楽
し
み
で
す
。
少
子
化
と
い

う
時
代
の
流
れ
の
中
、
子
ど
も
た
ち

は
宝
物
で
す
。
毎
日
元
気
を
あ
り
が

と
う
。

（
に
ぎ
や
か
、ば
ー
・
71
歳
・
雄
物
川
）

　
例
年
だ
と
、
彼
岸
の
頃
は
梨
や
早

生
リ
ン
ゴ
の
収
穫
で
忙
し
か
っ
た
の

に
、
今
年
は
あ
の
猛
暑
で
、
日
焼
け

す
る
や
ら
で
大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

し
た
。
果
物
だ
け
で
な
く
、
作
物
全

体
が
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
で
も
こ
こ

２
、
３
日
前
か
ら
朝
夕
冷
え
る
よ
う

に
な
り
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
異
常
気
象
で

な
い
よ
う
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
緑
さ
ん
・
63
歳
・
増
田
）

　
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
公
演
が
９
月
12
日
に
横
手
市
民

会
館
で
あ
り
、
出
か
け
ま
し
た
。

　
秋
田
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
佐
藤

卓
史
さ
ん
の
ソ
ロ
演
奏
に
始
ま
り
、

日
本
フ
ィ
ル
と
ピ
ア
ノ
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
、
そ
し
て
日
本
フ
ィ
ル
の
圧
巻
の

演
奏
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
感
動
も
の

で
し
た
。
そ
し
て
指
揮
者
の
小
林
さ

ん
が
、
自
分
が
い
た
だ
い
た
花
束
を

秋
田
出
身
の
チ
ュ
ー
バ
奏
者
と
バ
イ

オ
リ
ン
奏
者
に
渡
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
あ
り
、
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
演
奏
会
が
、
横

手
に
も
数
多
く
来
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
座
席
も
満
員
で
し
た
。

（
お
せ
っ
か
い
さ
ん
・
69
歳
・
横
手
）

　
10
月
１
日
号
の『
匠
』の
コ
ー
ナ
ー

で
紹
介
さ
れ
た
縫
製
会
社
の
記
事
を

読
み
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
私

達
の
生
活
の
中
で
、
洋
服
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
物
で
す
。
そ
ん
な
洋
服

を
、
確
か
な
技
術
力
で
高
品
質
な
製

品
を
作
り
出
す
会
社
が
、
地
元
・
横

手
に
あ
る
事
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
会
社
が
横
手
を
支

え
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
出
羽
の
黒
狸
さ
ん
・
56
歳
・
大
森
）

　
10
月
は
季
節
の
変
わ
り
目
で
、
寒

か
っ
た
り
暑
か
っ
た
り
で
、
着
る
物

や
寝
具
等
選
ぶ
の
が
大
変
な
の
で
、

あ
ま
り
好
き
な
季
節
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
し
か
し
、
味
覚
の
秋
！ 

イ
ベ

ン
ト
の
秋
!? 

と
言
う
く
ら
い
豊
富
な

秋
な
の
で
、
こ
れ
を
楽
し
ま
ず
に
は

一
年
が
終
わ
り
ま
せ
ん
よ
ね
！

（
木
村
ま
り
子
さ
ん
・
52
歳
・
横
手
）

　
よ
く
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
『
コ

ン
ビ
ニ
』
に
全
国
区
を
誇
る
店
が
参

入
し
て
き
ま
し
た
。
既
存
の
コ
ン
ビ

ニ
の
近
く
に
店
を
構
え
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
大
変
だ
な
あ
と
思
う
反
面
、

こ
れ
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
競
争
だ
な
あ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
競
い
合
う
こ

と
で
お
互
い
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
く
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
に
行

っ
て
実
感
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
金
子
祥
子
さ
ん
・
57
歳
・
横
手
）

　
横
手
を
歴
史
の
面
で
ア
ピ
ー
ル
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
９
月
に
中
尊

寺
、
え
さ
し
藤
原
の
郷
を
見
て
き
ま

し
た
。
中
尊
寺
は
見
物
客
が
多
く
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
イ
ス
で
見
て
回
れ

る
気
遣
い
が
あ
り
ま
し
た
。
整
備
さ

れ
た
寺
内
は
広
く
、
美
し
い
景
色
で

歴
史
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

え
さ
し
藤
原
の
郷
は
、
食
堂
料
金
は

普
通
、
量
が
多
く
、
お
い
し
い
。
店

員
の
マ
ナ
ー
も
良
好
。
建
造
物
は
す

ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
満
足

し
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
「
秋
田
に

は
、
横
手
に
は
、
こ
う
い
う
場
所
が

な
い
ね
」
と
い
う
の
が
感
想
で
し
た
。

横
手
か
ら
平
泉
ま
で
の
道
路
も
良
か

っ
た
で
す
。（母

さ
ん
・
59
歳
・
平
鹿
）

　
食
欲
の
秋
!! 

い
や
い
や
１
年
中
食

欲
は
あ
り
ま
す
が
…
。
何
と
な
く
腰

や
腹
の
あ
た
り
が
ま
す
ま
す
ふ
く
よ

か
に
な
っ
た
よ
う
な
…
。
何
か
や
ら

な
い
と
、
と
思
い
な
が
ら
何
を
食
べ

て
も
〝
お
い
し
い
〞
毎
日
で
す
。
ダ

イ
エ
ッ
ト
は
明
日
か
ら
…
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
・
55
歳
・
平
鹿
）

　
先
日
、
主
人
の
会
社
の
方
の
稲
刈

り
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
人
で
朝
か
ら
午
後
ま
で
の
作
業
で

し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
初
体
験
。

初
め
て
か
ま
を
持
っ
て
田
ん
ぼ
に
入

り
、
夢
中
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

す
ご
く
充
実
し
た
１
日
で
し
た
。
不

思
議
で
す
が
、
本
来
の
人
の
姿
、
自

然
と
食
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し

た
。
青
空
の
下
、
昼
食
に
田
の
脇
で

ほ
お
ば
っ
た
お
に
ぎ
り
は
最
高
で
し

た
。
都
会
か
ら
来
て
も
う
す
ぐ
一
年
。

秋
田
の
す
ば
ら
し
さ
、
横
手
の
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
、
人
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
本
当

に
横
手
に
来
て
よ
か
っ
た
な
あ
。
感

謝
で
す
。

（
ふ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
42
歳
・
雄
物
川
）

　
息
子
が
帰
っ
て
き
た
の
で
横
手
市

内
の
店
で
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
食
べ
て

き
ま
し
た
。
横
手
牛
、
と
っ
て
も
柔

か
く
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
51
歳
・
横
手
）

　朝
晩
、
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
横
手
産
の
オ
イ
シ
イ

も
の
を
食
べ
、
適
度
な
運
動
を
し
て

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
！

横手かまくらＦＭで、
毎日３回、行政情報など
を放送中です！

　ＦＭのアナウンサーが、タイムスリップして後
三年合戦の舞台をリポートするバラエティー番組
です。第５回『決戦!! 金沢柵』の放送は、11月11
日(日)正午～15分。どうぞお楽しみに！
　市ホームページ（ＨＰ番号000011004）では、放
送日以降も聞くことができます。

後三年合戦ラジオドラマ『ゴサキヨ』

月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間　

次回の放送は、11月14日(水)

防災ラジオ試験放送時間
毎月第２水曜日　午前11時50分～正午

前略、ふるさと様・・・

首都圏横手市ふるさと会
連絡協議会通信

　首都圏には、横手市の出身者が集いさまざまな活
動を行う〝ふるさと会〟が、８地域ごとに設立され
ています。
　各ふるさと会では、故郷への思いを馳せながら独
自の活動を展開しているほか、各地域の横の連携を
図るため『首都圏横手市ふるさと会連絡協議会』を
組織し、全地域が一体になったイベントの企画など
を行っています。
　　11月開催の〝ふるさと会〟のご案内
 ■首都圏増田会総会
　◎日時／11月18日（日）午前11時30分
　◎会場／オーラム（台東区東上野）
　◎連絡先／細野芳之助幹事長 　044-722-0263
 ■秋田のふるさと雄物川会総会
　◎日時／11月25日（日）午前11時30分
　◎会場／(財)水交会館（渋谷区神宮前・東郷神社境内）
　◎連絡先／奥山養三会長 　04-7149-0980
　ぜひ、首都圏在住のご親戚や知人の方にお知らせ
ください。

樹上完熟・ぶどう果汁100％ 

『大沢葡萄ジュース』＆『大沢葡萄ジャム』

た
よ
り1111

（９/16～10/15日到着分）

（９/16～10/15日到着分）
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なべっこ遠足を楽しむ増田小学校の児童たち（増田・真人公園）

なべっこ遠足を楽しむ増田小学校の児童たち（増田・真人公園）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　東北には昔ながらの『ご当地おや
つ』がたくさんあり、おやつからは
その地域の風土や人々の暮らしを垣
間見ることができます。本書には道
の駅十文字も登場します。おやつを
通して東北各地を旅してみませんか。

『東北おやつ紀行』
市川慎子＝著／中央公論新社
『東北おやつ紀行』
市川慎子＝著／中央公論新社

　「お小遣いはどこからくるのか」と
興味を持った小学生のモモコが、妖
精ゲンとお金の歴史や、値段の決ま
り方などを学んでいきます。身近な
疑問から社会・経済を理解し、お金
の大切さを考えさせられる一冊です。

『500円玉の旅』
 ～お金の動きがわかる本～
泉美智子＝著／少年写真新聞社

『500円玉の旅』
 ～お金の動きがわかる本～
泉美智子＝著／少年写真新聞社 ・11月10日（土）午前10時30分／増田、十文字

・11月18日（日）午前10時30分／横手、雄物川、大森

11月のおはなし会　会場：各図書館11月のおはなし会　会場：各図書館

　演者と観客が向き合うことでコミュニケーションがと
れる紙芝居には、本とは違った楽しさがあります。子ど
もはもちろん、高齢者におすすめの作品もありますので、
幅広い年代の方にお楽しみいただけます。

紙芝居も貸し出ししています紙芝居も貸し出ししています

　コンクールの締め切りは、11月５日（月）です。詳しい
内容は、お近くの図書館までお問い合わせください。
　なお、審査結果の発表は平成25年１月を、ご応募いた
だいた方への記念品の発送は２月を予定しています。

『読書に関する作品コンクール』締め切り間近『読書に関する作品コンクール』締め切り間近

◆大人向け

◆こども向け

・宇宙飛行士になる勉強法／山崎直子
・環境にやさしいお買い物／山川文子
・この俳句がスゴい!／小林恭二
・トリガール!／中村航
・コルヴォーを探して／Ａ.Ｊ.Ａ.シモンズ
・ぼくのママはうんてんし／おおともやすお
・Ｋ町の奇妙なおとなたち／斉藤洋

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　来年の10月から３カ月
間、ＪＲグループと自治
体が実施する観光キャン
ペーン『デスティネーショ
ンキャンペーン（以下Ｄ
Ｃ）』が秋田県で開催さ
れます。また、今年の10
月からはプレＤＣが県内
各地で行われていて、横
手市も後三年合戦史跡や
増田のまちなみなどを積
極的に情報発信していま
す。ところで、私自身、
仕事や子どもたちの部活
などで都合が付かず、家
族そろっての旅行に、こ
こ久しく行っていないこ
とに気づきました。観光
にはもってこいのこの季
節。ぜひ家族旅行を計画
しようと思いました。（伸）

あとがき
広報担当者のつぶやき
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横手図書館 ・・・・・・ 11月1・7・14日
増田図書館 ・・・・・・ 11月1・5・12日
平鹿図書館 ・・・・・・ 11月1・6・13日
雄物川図書館 ・・・・ 11月1・7・14日
大森図書館 ・・・・・・ 11月1・6・13日
十文字図書館 ・・・・ 11月1・7・14日
山内図書館 ・・・・・・ 11月3・4・10・11日
大雄図書館 ・・・・・・ 11月1・3・5・8・12・15日
雄物川郷土資料館　11月5・12日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 11月21日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 11月6・13・20日
えがおの丘 ・・・・・・ 11月5・12日
大森健康温泉 ・・・・ 11月1～5日・12日
ゆとりおん大雄 ・・ 11月1・15日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 11月7・14日
　西・南部 ・・・・・・ 11月3・4・10・11日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 11月5・12日
南部シルバーエリア　11月5・12日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　11月7・14日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　11月7・14日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　11月12・26日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　11月6・13日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　11月1・8・15日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

卓越した塗装技術で現場に立つ

たくみ

経験を積むことが自信につながる。若
い人たちの塗装技術の向上に期待する

こまつだ　ゆうき
昭和24年、旧平鹿町生まれ。昭和40年藤井塗装店
（現在、株式会社フジペン）に勤務する。今年で
勤続48年目。１級建築塗装技能士、樹脂接着剤注
入施工技能士などの資格を取得。昭和55年秋田県
技能士会連合会会長表彰、昭和56年全県建築塗装
技能協議会第１位。現在も現場の第一線で作業を
しながら後進の育成にあたる。

小松田 裕基さん（63歳・大雄）

　『
塗
装
』
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
木
工
製
品
か
ら
建
物
の

外
壁
な
ど
、
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
そ
の
善
し
悪
し
が
完
成
の

出
来
を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
長
年
に
わ

た
り
、
塗
装
業
の
第
一
線
で
活
躍
し
な
が
ら
後
進
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
る
匠
が
小
松
田
さ
ん
で
あ
る
。

　中
学
卒
業
後
、
市
内
の
株
式
会
社
フ
ジ
ペ
ン
の
先
代
社
長

宅
に
住
み
込
み
を
し
な
が
ら
職
に
就
い
た
。
塗
料
は
水
性
、

油
性
で
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
当
時
は
現
場
で
色
を
調
合

す
る
必
要
も
あ
っ
た
。
ま
た
塗
装
方
法
も
基
本
的
な
は
け
を

使
っ
た
方
法
か
ら
機
械
を
使
っ
た
吹
き
付
け
ま
で
、
先
輩
職

人
の
巧
み
な
技
術
を
間
近
に
し
な
が
ら
習
得
し
て
い
っ
た
。

建
築
業
界
に
多
く
の
仕
事
が
舞
い
込
み
、
塗
装
業
界
も
引
く

手
あ
ま
た
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　二
十
歳
の
時
に
初
め
て
現
場
を
任
さ
れ
た
、
旧
鳥
海
町
の

笹
子
小
学
校
で
は
、
二
人
で
塗
装
の
現
場
を
取
り
仕
切
り
、

無
事
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
30
代
の
頃
は
、
一
年
の
半
分
近
く

の
期
間
を
東
北
各
県
で
学
校
や
体
育
館
、
病
院
な
ど
の
仕
事

に
あ
た
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
も
大
規
模
な
建
築
現
場
で
の

仕
事
に
携
わ
り
、
主
に
機
械
を
使
っ
た
吹
き
付
け
作
業
を
担

っ
て
き
た
。
「
高
所
作
業
は
、
常
に
危
険
と
背
中
合
わ
せ
な

の
で
、
安
全
に
は
気
を
配
っ
て
い
る
。
塗
装
を
終
え
、
誰
よ

り
も
先
に
建
物
の
完
成
に
立
ち
会
え
る
こ
と
が
こ
の
仕
事
の

特
権
。
真
新
し
い
建
物
を
前
に
す
る
と
身
が
引
き
締
ま
り
、

同
時
に
完
成
の
満
足
感
に
浸
れ
る
」
と
塗
装
業
の
醍
醐
味
を

語
る
匠
。
「
建
物
を
利
用
す
る
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
夢
中
で
仕
事
を
し
て
き
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
好
き
だ
か

ら
こ
の
道
を
48
年
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
こ
れ
ま
で
の

職
人
人
生
を
誇
ら
し
く
振
り
返
る
。

　さ
ら
に
「
若
い
人
た
ち
に
は
多
く
の
現
場
を
経
験
す
る
こ

と
で
自
信
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
自
信
が
良
い
仕
事
に
つ

な
が
る
。
ま
だ
ま
だ
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
く
つ
も
り
だ
」

と
後
進
の
こ
と
を
思
い
、
微
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
匠
の
仕
事

へ
の
真
摯
な
姿
勢
と
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
が
、
今
後

も
横
手
の
塗
装
業
界
を
け
ん
引
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

塗装職人Vol.83

じ
ね
ご
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第44回よこて菊まつり　～5日、9：30～、秋田ふるさと村
　法 相談予約受付開始11月21日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

十文字『秋の収穫祭』　～4日　
かまくら館映画劇場　9：30～、かまくら館　
第12回平鹿りんご味覚まつり　10：00～、ゆっぷる　
第52回奥羽横断駅伝競走大会　～4日
　急 石田内科医院（横手）　33-1233
　急 平鹿総合病院（福嶋医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

保呂羽山の霜月神楽　
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、   
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　行 心 大森コミュニティセンター　9:30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00 
児童虐待・ＤＶ防止講演会　13：30～、Ｙ2（わいわい）ぷらざ

　急 市立横手病院（高橋医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
心の健康づくり・自殺予防対策講演会　
　心 増田地区多目的研修センター
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
あかりフェスタ点灯式　18：00～、よこてイースト
　点灯期間／平成25年２月17日まで
よこいち。『ＳＮＳと街づくり』　10：00～、よこてイースト
　急 平鹿総合病院（高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

金16
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木　8

文化の日

 　　　 みどりの朝市さよならセール
日　時／11月10日（土）5：30～
場　所／横手地域局駐車場
問合せ／横手地域局産業建設課　32-2718

夫・パートナーからの暴力、ストーカー、職場での
いじめなど〝ひとりで悩まず〟電話してください。
受付期間／11月12日（月）～16日（金） 8：30～19：00
　　　　　11月17日（土）・18日（日）10：00～17：00
専用相談電話／　0570-070-810

全国一斉『女性の人権ホットライン強化週間』
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【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00）
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）、問合せ／社協・各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人 税

急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

11月４日（日）「レミーのおいしいレストラン」 　  【111分】
11月11日（日）「カンフーパンダ２」   　　　　　　 【90分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

　保呂羽山の波宇志別神社
に伝わる霜月神楽は、1200
年以上の歴史があり、国の
重要無形民俗文化財に指定
されています。
　神に今年の収穫を感謝し、
来る年の五穀豊穣を祈願し
て『山之神舞』や『神入舞』、
神子が舞う『保呂羽山舞』
など三十三番の神事が夜を
徹して行われます。

◆日　時／11月７日（水）19：00～８日（木）6：00頃
◆場　所／保呂羽山波宇志別神社里宮神殿
◆問合せ／市教育委員会文化財保護課　32-2403
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保呂羽山の霜月神楽

■11月７日（水）～８日（木）
は　う　 し　わけ

　弁護士の近江直人氏を講
師に迎え、『多重債務による
自殺をなくそう』と題し講
演会を開催します。また、
劇団シアター・ル・フォコ
ンブルによる寸劇『幸せの
黄色いハチマキ』を上演し
ます。高齢者が抱える孤独
感や家族の絆を見直し、か
けがえのない大切な〝いのち〟のために、私た
ちにできることを考えてみませんか。
◆時間／13：30～15：30　◆場所／かまくら館
◆入場料／無料　◆託児／あり
◆問合せ／市健康福祉部健康推進課　33-9600
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支えあおう心といのち
心の健康づくり・自殺予防対策講演会

■11月13日（火）
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十文字『秋の収穫祭』

■11月３日（土）・４（日）、9：00～16：00

　食と農をテーマに〝おいしく、楽しい〟イベ
ントが盛りだくさんの十文字『秋の収穫祭』。
　４日には、ＢＲＯＮＺＥのＣｈｉｈｏさんによる
ライブや大人のよさこいフェスも行われます。
◆内　容／十文字産そばの振る舞い、屋台村、
　　　　　ヒーローショー、レシート抽選会、
　　　　　麺・餅・お菓子まきなど
◆場所・問合せ／道の駅十文字　23-9320

やま　の　かみ まい かみ いり まい

市報市報

　10月６～８日『よこてイーストまつり』が
開催され、移動動物園やダンスコンテストな
ど、多彩な催しが来場者を楽しませました。
　６日に行われた『書道パフォーマンス』で
は、増田高校と横手城南高校の書道部の皆さ
んが音楽にあわせて書を披露。縦横４㍍以上
の巨大な紙に、全身を使って書き上げました。

力強い筆運びで書を披露
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横手城南高校の作品
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観客の前で筆を執る増田高校書道部


